




今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
札
幌
市

教
育
文
化
会
館
主
催
「
ダ
ン
ス
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム」 。
経
験
・

年
齢
・

性
別
に
関

わ
ら
ず
だ
れ
も
が
気
軽
に
ダ
ン
ス
を

楽
し
み、
踊
る
楽
し
さ
を
地
域
で
共

有
す
る
「
ダ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン」
を
軸
と
し
な
が
ら、

平
成
22
年
か

ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た。

今
回
は「
ダ
ン
ス
糸
電
話」
と
題

し、
地
域
で
市
民
が
触
れ
合
う
ダ
ン

ス
に
つ
い
て

知
り、

体
験
し、
話
し
合

う
場
を
2

日
間
に
わ
た
っ
て
つ
く
り

だ
し
ま
す。

ゲ
ス
ト

は、

山

海

塾

制

作
の
奥

山

緑

さ
ん 。

山

海

塾
に
お
け
る
ダ
ン
ス

の
取
り

組
み
に
つ
い
て

講
演
し
て

い

た
だ
き
ま
す。

さ
ら
に、
国
内
外
で
も
活
躍
し、
高

齢
者
や
障
が
い
を
も
つ
人
と
の
ダ
ン

ス
づ
く
り
を
続
け
る
振
付
家
・
ダ
ン

じ
ゃ

れ

お
お
さ
む

サ
ー

の
砂
連
尾
理
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
予
定
し
て

い
ま
す。

ダ
ン
ス
を
体
験
し、
語
り
合
う
2
日
間

［砂連尾理ダンスワークショッ

＋［レクチャーシンポジウム］

ま
た
1

日
目
の
プ
レ
ゼ
ン＿

シ
ョ
ン
に
は
介
護
福
祉
士
の
野

ペ

美
子
さ
ん
も
参
加 。
高
齢
者
施
設

概
要
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら、
ダ
ン

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
い
視
野

で
語
り

合
い
ま
す。

前
年
度
よ
り

さ
ら
に
充
実
し
た
内

容
の
2

日
間 。
ダ
ン
ス
と
い
う
枠
を

広
げ、
日
常
の
中
に
も
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ア
で
き

る
楽
し
み
を
探
る、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す。

2015 

2/25[水］ ・ 26[木］
札幌市教育文化会館研修室401

参 加費 3,000円（教文ホールメイト2,500円）

(25日のみ： 2,000円、26日のみ： 1,000円）
※末就学児はご参加いただけません。

ダンスシンポジウム・スケジュール

［振付家・ダンサー］

砂連尾理
（ジャレオオサム）

1991年寺田みさことダンスユニットを結成。1993
年~1994年、ニュー ヨ ーク にダンス留学。ホセ ・ リモ
ンテクニークをAlanDanielsonに師事。
2002年、「TOYOTA CHOREOGRAPHY AWARD 
2002」 に て、 「次代を担う振付家宜（グランプリ）」
「オー ディエンス賞」をW受賞。受賞作「あしたはきっ
と晴れる でしょ」はジャカル タ、パリ、 プラハ、ソウ
ル、ニュー ヨ ーク 、メルボルンでも上演する等、これ

までに海外10ヶ国12都市で公演を行う。
2004年、京都市芸術文化特別奨励者。2008年～

2009年、文化庁•新進芸術家海外留学制度研修員
（ドイツ ・ ベルリンに滞在。）

近年はソロ活動を中心に、ドイツの障がい者劇団
ティクバと の日独共 同 制 作「Thikwa+Junkan

Project」(2009年~2012年、ダンス ・ドラマトゥル
ク：中島奈那子）、舞鶴の高齢者との 「とつとつダンス
part.1&2(2010~)、音楽家 ・ 野村誠との r家から生
まれたダンス」(2014年）の他、映像作家・ 細谷修平
との共同制作による名取市閑上（ゆりあげ）の避難所
生活者の声を集め たドキュメンタ リ ー 「閑上録」
(2013年）、濱口竜介監督映画 r不気味なものの肌に
触れる」(2013年）への振付・ 出演 等、ジャンルを横
断する活動を展開している。また、2006年より合気
道を始め、現在二段位。
立命館大学、神戸女学院大学、天理医療大学非常
勤請師。

―
―

 

置＇孟望：悶誓 ［水］
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ダンスの交流
～「山海塾」の事例紹介

剛の中りのみムホプレ｝
 

げ子美久坂
町
野

講
者

調
表

澤
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高齢者施設の現場から
～「グル ープホームみのり中の島」の活動

講 砂連尾理ワ ー クショップ

�20,10~20,so 

l 講 師 ：砂連尾理（振付家・ダンサー）

質疑応答

20:50~21 :oo 

置＇誓悶：盟誓 ［木］

＿
講
座
4

―

コミュニティとダンス
～アウトリ ー チの現場から

師：砂連尾理（振付家・ダンサー）

「コミュニティにおけるダンスの役割」
ディスカッション

19:00~20:30 

パネラー：砂連尾 理（振付家・ダン
奥

山

緑

（

山

海

塾

制

作）
櫻井ヒロ
（ダンサー・ファシリテーター）

進 行：桑原和彦（札幌市教育文化会館）

PICK UP EVENTS 

［教文主催事 業ピックアップ］

昨年好評だった能楽師が指導する「お囃子体験講座」。能は「謡（うたい）」と「舞（まい）」

で独特の物語を紡ぎだす、日本が誇る優れた伝統芸能です。

「お囃子（はやし）」は、囃子の音、掛け声などが渾然一体となって豊かな音色を奏でる

シンプルで味わい深い演奏が大きな魅力です。

この講座で、伝統に根ざしたお囃子の魅力を実際に体験してみてください。

古典楽器に触れる貴重:ミ
これでアナタも

ぉ囃子::;ン

〈砂連尾理アウトリー チ〉
グループホームみのり中の島

2015年2月26日［木］
14:00~15:QQ 

ダンスシンポジウム参加者で参加・見学希望の方はご相談ください。
（先着順）

初歩から学んで楽しく体験！

お囃子体験講座

能は650年以上も前に日本で生まれ、ユネスコ世界無形文化遺産に

も認定された、世界に誇る舞台芸術です。能楽を身近に感じていただ

こうと、国立能楽堂と共催で、能楽堂の若手実演家による演奏の鑑賞

や笛、小鼓、大鼓、太鼓に触れる体験を通して能楽器の基本を学びな

がら、演奏の楽しさを味わえる体験講座を行います。楽器や演奏の仕

方の説明は、初心者にも分かるような工夫を凝らしています。どうぞ気

軽にご参加ください。

お囃子体験講座の様子
（国立能楽堂）

平

成27年

2月 17日（火） 1a:3oc20:30終了予定）
2月 18 日（水） 14:30(16:30終了予定）

※開場は開講の30分前

札幌市教育文化会館リハ ー サル室Aほか

定員：各日20名［先着順］
※小学生は保護者同伴（有料）でお願いします。
※2日間参加できますが、内容は同じです。

各回とも4班に分かれて各々の楽器を学びます。

受講料： 2,500円※1回につき

（教文ホールメイト2,000円）

講 師

l 笛（森田流）

l 小鼓（幸流）

l 大鼓（高安流）

l 太鼓（金春流）

栗林

森

高野

大川

祐輔

貴史

彰

典良

＾ 

一
札幌市教育文化会館事業課
TEL O 11-271-58 2 2 

本郷新 (1905-1980)
Hongou Shin 

札幌市生まれ。戦後日本の具象彫
刻を牽引した。高村光太郎に師事
し、西洋近代彫刻の影響を受けな
がら、写実を基盤とした作品を作
り続ける。大通公圃等、現在も札
幌市内で多くの彫刻を見ることが
できる。

大ホ ー ル緞帳（どんちょう） ［設置： 1980年］

せ
る
貴
蚕
な＿
作
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か。

し
さ
あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
お

り 、
作
家
の
多
面
性
を
う
か
が
わ

景
は
写
実
性
や
力
強
さ
以
上
に
優

か
れ
た
と
い
わ
れ
る
白
樺
林
の
風

頃
遊
ん
だ
森
を
思
い
浮
か
べ
て
描

縦
10
m 、
横
20
m。
木
の
葉
を
わ
ず

か
に
残
し
た
白
樺
と、
う
っ
す
ら

と
積
も
っ
た
雪 、
そ
し
て
色
の
ほ

と
ん
ど
な
い
景
色
に
見
え
隠
れ
す

る、
静
か
な
半
月。
札
幌
市
教
育

文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
の
緞
帳
に
描

き
出
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
白
樺

林
は、
札
幌
出
身
の
彫
刻
家・
本
郷

新
の
作
に
よ
る
も
の
で
す。
本
郷

は
札
幌·
宮
の
森
に
生
ま
れ、
東
京

嵩
等
工
芸
学
校
で
彫
刻
を
学
び
ま

す。
近
代
彫
刻
の
影
響
を
受
け
な

が
ら、
「
彫
刻
は
個
人
の
応
接
間
を

飾
る
も
の
で
は
な
い。
愛
玩
物
で

の
広
場
で、
社
会
的
空
間
の
中
で

生
き
る
も
の
こ
そ
本
当
の
彫
刻
の

あ
り
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と

い
う
意
志
の
も
と、
写
実
的
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
を
生
み
だ
し

ま
し
た。
そ
ん
な
本
郷
の
遺
作
と

な
っ
た
の
が
本
作
で
す。
幼
少
の

も
装
飾
物
で
も
な
く
も
っ
と
公
共

�� 三
北
の
大
地
が
生
ん
だ

彫
刻
家
の
原
風
景
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